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検討

201TIC1心筋シンチグラフィーの基礎的
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〔はじめ‘こ〕　201TICIを用いた心筋シンチグラフィー

の検討は，各施設において種々試みられている。その

なかで，コリメーターの選択に関しては，低エネルギ

ー用高分解能パラレルコリ’メーターが通常使用されて

いる。しかし，近年大口径シンチカメラの普及に伴い，

パラレルコリメーターでは，心筋シンチグラム像が小さく，

加えて周辺臓器の影響も見逃がされない。そこで我々

は，コンバージングコリメーターの使用を考え，両者の

コリメーターについて，解像力等の基礎的検討を行ない

又，被検者の検査体位の変化による，欠損像の描出度

合を試作球状ファントームに仮想の欠損部を作り検討し

た。さらに，パラフィンファントームを用い，溶液濃度及

び形状の変化が描出像としてどの程度判別が可能かシ

ンチグラム像及びRIデータ処理装置にて検討した。

〔方法及び結果〕　解像力用チャート（チャート幅：

O．8，0．6，0．5，0．4，0．3，α2㎝，外寸：26×23×
2㎝，2°ITIcl　800　Pc　i／2　fi°cc封入）を用いて両コリメー

ターについて比較すると，コンバージングコリメータ

ー の方が像が拡大されるためチャート間の分離能が優

れていた。又，コンパージングコリメーターの拡大率

はパラレルコリメーターで得られる像の大きさを1と

すると，チャート．コリメーター間距離5㎝では約！．

5倍，10㎝では23倍，15㎝では2．6倍であった。
次に，球状ファントーム内に仮想梗塞部を作り，水を

満したボディファントーム中1こ置き，検出角度を変化

させ，それぞれの体位で，欠損像の描出の程度は，下

壁に貫通性梗塞（25白のを想定したもののみ，シンチ

グラム上で判断できた。さらに，パラフィンファント

ー ム（1×1，2×2，3×3c”において，それぞれ高
さ（O．　5，1，2，3㎝）と異なるパラフィンを201TICl

溶液中に浸し，欠損部周囲と欠損部のRI量の比をもっ

て，識別限界能を調べたところ，コンバージングコリ

メーターの方が識別能‘こ優れていた。

〔結語〕　コンパージングコリメーターを使用するこ

とによって，パラレルコリメーターに比べて拡大され

た心筋シンチグラム像が得られ，肝臓などの周辺臓器

を視野から除外でき，心筋自体の情報量が増し，心筋

シンチグラム像の読影診断の向上を見た。
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　心筋血流障害を直接抽出する核出として201Tlは虚

血性心疾患の診断に有効であり，特に運動負荷心筋シ

ンチグラムはSensitivity，　Specificity共に負荷心

電図を上回るとの評価がなされている。我々は201Tl

を用いて心筋血流量の定量化を試み、運動負荷により

冠動脈疾患では正常との問に明らかな差を認めること

を報告してきた。今回はこの心筋摂取率の意義を明ら
かにする為に心電図，冠動脈造影，負荷シンチグラム

等との対比を行った。

　冠動脈造影を施行した狭心症，心筋梗塞症等の冠動

脈疾患及び肥大型心筋症を対象に、安静時及び運動負

荷時の心筋シンチグラフィを施行した。201Tl　2mCi

をβolus投与後5分間の動態像をmini－c㎝puterに収

録，中心循環系初期一回通過時の全視野におけるカウ

ントを投与量とし，5分後の心筋摂取率を上縦隔に設

定したBackgroundを差し引いて求めた。運動負荷は

Bicycle　Ergometerにより心電図及び血圧のモニター

のもとに行い，201T1投与後1分間負荷を続行した。

　安静時201Tl心筋摂取率は正常に比して肥大型心筋

症で明らかな高値を，冠動脈疾患でもやや高値を示し
たが，UCGにより求めた左室心筋重量（LVma　ss）との

間に正の相関を認めこの影響が考えられた。運動負荷

により正常で認められる201T1心筋摂取率の有意な増

加が冠動脈疾患群では認められないが，この変化率を

運動負荷量，心電図所見，冠動脈造影所見及び負荷シ

ンチグラムと比較検討した。負荷シンチグラム陰性例

でも本法により診断可能なものがあり，両者を組み合

わせることにより冠動脈疾患の診断に一層有効である

と考えられた。更に一部の症例につき133Xe冠動脈内

投与による洗い出し曲線から求めた心筋血流量との対

比を行った。
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